




































15年 703，042 694，162 8，880
16年 700，989 697，978 3，011 3，816 一5，869



























































































長崎区1・・7 4 121 255 7，5001，612
｝8，358！16，087　　　　1
3．11 2．68
西彼杵郡 1，069 38 L728 2，906 29．7181799
45．69・175・975
4．19 3．99




k高来郡 949 38P 1，394 2，551 11，428i　419 15，972t27，697
4，・・1
3．69
南高来郡 1，254 34 1，986 28，273 642 40，996 69，568
4．4513．82
北松浦郡 3，725 78 5，530
3，740
X，273 19，182 543 25，656 43，894
3，891
3．53
南松浦郡 653 6 967 1，697 13，817 118 20，085 32，499 4．0413．77
壱岐・石田郡 1，894 36 2，341 4，233 7，024 6，541 12，247 3．41 2．58
上県・下県郡　　　　　　　1 2，695 76 3，994 6，617 3，754
262
P24 5，122 8，021 3．83 3．39
合　計1、5，378　　　　　　1 136・1


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































郡 区 嫡 出 子 非　　嫡　　出　　学
長　　崎　　区
西　彼杵　郡
東彼杵郡
北高来　郡
南高来郡
北　松浦郡
南　松　浦　郡
壱　岐・石田郡
上　県・下県郡
全管　合計
同　18年
同　17年
半　（人）
435
3，031
1，462
1，586
3，699
2，180
1，259
575
327
14，554
10，582
12，087
　　　（％）
81．31
95．92
97．60
97．00
97．29
96．89
98．67
94．26
94．78
96．31
96．96
96．97
同　16年 10，699 97．65
　　（人）
100
129
36
49
103
70
17
35
18
557
332
378
257
　　　（％）
18．69
4．08
2．40
3．00
2．71
3．11
1．33
5．74
5．22
3．69
3．04
3．03
2．35
長崎県統計書より作成
も非嫡出子の死産の率が高い。非嫡出子の地位の低さが象徴的に示されているといえよう。
日本においては諸外国と比べ非嫡出子は保護されていたといわれているが，これは家督相
続の順位についてであって，つぐべき家産のない庶民の間ではこれを保護する余裕もなか
ったのだろう。
　親子間の感情は，現在とそう異なるところはなかったと考えられる。明治12年10，月25日
の西海新聞は，誤って自分の生んだ子を2人置も死なせてしまった貧しい農家の夫婦のな
げきをよく伝えている。
　西海新聞　明治12年10月25日　　　雑報
　少し遅なはりし事なれど，世に類なき不運の咄し。人の父母たるもの＼戒にも成る可けれとて今こ
こに説き出すは，県下基疑郡田代駅に（元対馬公の領地にて万金丹の名所なり）夫婦二人の中に二
人の子を設け，最：とも貧しき暮しをなせる農家ありしが，長子は今年六，七歳にて未だ東西も弁ま
へぬほどなれども，農務の忙しき時などは弟を背負はせ，父母の稼ぎを妨げざる様になさしむるは
何処も同じ田舎の習はせ，二男は今年僅かに二歳唯ぎゃあぎゃあと泣く図り，泣く子を負ふてもり
をする長子の心も憐…れけれ。然るに本年夏頃の事にて漸く麦の取入れも仕舞しかば，数日の労れを
忘れんものと互に近隣往来して温饒を肴に飲めよ歌へと楽しむは，農家の今に始めぬ事，母は日暮
に丁丁を打ち物忙しくして居るところに長子は泣く子を背に負ひて，母さん乳が飲たいのか頻りに
此児が泣き叫く，一寸いと一口飲せて呉よと戸口の閾をこえて入る。母は忙しきときなれば，ア＼
忙らしい，今暫し外に往ってもりをせよと言捨ながら顧視もせず居たりしに，二男はますます高く
泣く。長子はタッターロと迫れば，母はうるさく思ひ，其様に泣くなら前の池に投込んで来いと言
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ふは，母御の口癖とは知らず，長子は母に叱られてまたも泣く子を背負ひながら我家を出でて，近
辺の池端に到り，子供心といひながら無斬にも泣く子を卸し，南無三宝何んにもしらぬ弟をばどん
ぶと池に投げ込むは，いかなる心か。白浪の跡は消失せ水沫のグルグル底よりわき出るを見流がし
ながら，我家に帰れば，母は長子のただ一入表の口より入り来るを見て，弟は何処に置いたかと尋
る心は誹かしげに衣裳川の水底に都ありとは聞きたれど，はや我二男がまいったとは神ならぬ身の
いかでか知るべき様あらん。長子は母に対ひ，御前が池に投げ込あと縛ることばに従ひて近所の池
に沈めたと聞いて吃驚。かたわらに有合ふ温感棒手に押っとり汝はいかなる心かなと言ひさま一打
ちなせしかば憐れなるかな，長男はワットー声頭脳の急所を打破られて地に倒れたるまま，息は絶
え，やれ宝丹，やれ気付よと言ふ間もなく死に果てたれば，母の心は如何ならん，二人設けし二人
の子を二人ともに死なしたは，自分一人の為したる業と思へば，この身は片時も世に永らふべき様
もなく，二人の死出の道筋を跡追駆んと温鈍切り庖丁を以て咽喉を衝き，グッと一声言ひしまま，
これも同じく黄泉の発足。此時この家の主人は，近所の人と諸共に我家の酒を飲ませんと帰りて見
れば，妻と長子は頭を並べ至る＼血汐に浮かまされ，目もあてられぬ様子なれば，コリャ大変，如
何した訳かと倒れし妻を抱き起せば，草葉の陰に泣く虫の音ぞ微かなる声をもって事しかじかと言
ひ終りて，玉の緒こそは絶えにけり。主人は泣くに涙さえなく，途方にくれて，悲嘆せしも天にす
てられたる事なればとて，自分も死なんと身構するを近処の人等が百方ぬかし，野辺の送りも助力
して，其れそれ仕舞はしたれども，主人は翻れより狂気となり，今は本復せざりしも道理と思い遣
ると，同地より報道ありしが，此く不便なる併しは，げに世の中は稀有なる事なれば，世の人々の
心得にと記者も涙を揮って書き識すになん。
　もっとも非常に貧しい庶民の間では，自分の子どもを芸娼妓として売ったり，時には棄
てることすらあった。長崎県統計書によれば，当時棄て子は男女あわせて毎年ほぼ300人
に達し，とくに貧しかった南高来郡にその3分の2が集中していた。しかし，社会的な感
情としては，これは許されることではなく，鎮西日報明治16年11月15日では，子どもを棄
てた親を「鳥獣にもおとる不仁の極み」と非難する記事がみられ，また同22日では「忍ん
で我が子を売るとは倫理の敗壊も余り甚し」とのはじまりで，娘を海外渡航婦として売り
渡そうとした親のことが批判されている。
　鎮西日報　明治16年11月15日　　　雑報
至不仁
　其のしれものよ彼の稗史どもを聞け彼の謡本どもを聞け，焼け野の維子夜の鶴子を愛ひぬは無し
といへるに非ずや，なお，古代に立ち上がりて奈良の古言どもをも聞け「たびゴとのやどりせむぬ
にしもふらばわがこいぐ＼めあまのたずむら」と有り，膨れ等は寒熱の子を愛ふ天性より出たる言
なり，今の人とても皆同じ情なるべきを如何なるしれもの＼しれ心にや，聞くさえ忌ま忌ましきは
二，三日前の事とか，当卸本籠町六十番戸山崎野太郎氏の家の軒の下に生れて五十日ばかりも経ち
たるならむと思ぼしき赤子を棄て置きたるものありしと。此の寒空に夜の事といひ赤子は如何に苦
痛しかりけむ想ひやるさえ憐れなるものを，その親たるものはそも如何なるしれ心，そも鳥獣にも
か、る所為のあるべしやは，己れが生みたる子とはいえ実は天のたまものなり，それを棄つるとは
何に不仁の極みならずや。
　鎮西日報　明治16年11月22日　　　雑報
貸視面子
　忍んで我が子を売るとは倫理の一己も余り甚し。県下南高来郡南串山村当時諏訪町寄留某〔姓名
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は探知の上〕より五，六日前本県庁外務課に願ひ出でし趣は，支那上海に居留の一帯大病の旨申し
越たれば自分と娘イロ（十三年）共に渡航仕るに付，海外旅券下渡下されたしとのことなれば，外
務課にて聞届られ旅券下渡相成りしに，その後一両日前に右は全く娘イロを支那人に売渡してそれ
が渡航の旅券と詐りて願い出でしものにてありしとが露見し，新地警察署より召喚せられ推間中な
りと。
　しかし，何といっても子どもに関する記事中，もっとも多いのは，親に対する孝行をほ
めたたえるものである。これは夫婦関係において妻の夫への服従忠節を多く取り上げてい
たことと軌を一にする。現実の生活の中では，いくら貧しくても親は子に対して細やかな
情愛をもって懸命に育てあげ，子どももこれに答えて親に仕え助けていった。ところが新
聞という公けの場では，子どもの側のこの行為だけをとりあげ「女の模範」「泥中の蓮」
（西海新聞明治12年1月6日）とか「泥中の芙蓉」　（鎮西日報明治16年10月20日）と述べ
て賞賛しているのである。この孝行のためには，時には身を売ることすら感心の対象とさ
れたのである。
　西海新聞　明治12年1月6日　　　雑報
孝女おたかの話
　西彼杵郡大浦の五十七番地に母子三人前と幽かに縫針の業をして世を営む者あり。母の名を中ツ
おさだと呼び今年四十にもやなりぬらん。又，娘は二十歳内外にして容貌も左迄いやしからず，手跡
なども又拙からず，外には幼少の弟一人あるのみ。元来，おたか母子は，由緒ある家に生育めれど
十年あまりの間不幸がうち続き，杖とも柱とも頼む亭主は八年前に世を早うし，後に残りし寡婦の
　　いとけ
手に幼少なき子供を育げ，此間の浮き銀難は筆にもつくされざる程なりしに娘のおたかは成長す
　　　　　　　　　　　うまれつき
るに随ひ至って，孝心深き生面にて母を助けて其日其日をわっかに送りしが，父親は，以前長崎の
中にて最も繁昌の土地とよばる＼鍛冶屋町通りにて，呉服店を開らき居りし程なれば，身代もかな
　　　　　　　わずら
りにありしに長の煩ひにて結局商売もできず，西山郷に住居を移しやがて卒去りしかば，頼む木陰
に雨漏る心持して，これまで西山郷に母子三人漸く糊口をしのぎしが，近頃縫針の仕事を頼む者も
多ければとて，人の勧むるにまかせ，大浦郷に転居しとそ。それはさておき，この大浦といへる土
地は，旧来よりの風習として，、トーピイと唱ふる一種の淫売女流行せるがこの土地にて下女を置く
家杯あれば，漸く半月と一月は辛抱して主家に奉公するも，自然と悪風を見習ひ，破れ草履を脱ぎ
　　　　　　　　　　　　　　　びろうと　　　　　　　　　　おしろい　　　　むく
捨てて堂島に履き替へ，紙緒は忽ち天鶏絨と変し，顔にベッタリ塗る白粉に顔は厩茶白垢連でも鍋
墨を塗るよりもましと御託をぬかし，一年の奉給をわっかに三日半に手捕にすれば，是にまされる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふんばたか
元手いらずの商法やはあると，恥ちや人目はまだおろか昼日中でも大の字なりに踏張散って五十銭
か一円をとらぬが損と，心得又相済ぬ事ハもし巡査さんに見とがめられたら，罰金くらいは御茶の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
粉（ドッコイ）御茶挽でも該金位は納めます杯と大言を吐く実に平気の平八連が多き中に，おたか
　　　　　　　　　みなり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かて
母子は，おちぶれて衣裳は人に及ばねども，実に蓮葉の濁りに浸染ぬ清浄潔白，貧しき家に糠は乏
しく，粥をそそり，しおをなめても不義の富貴は求めぬ，心体は貴人高位も恥づ可き品行故にや，
此家には巡査方も疑ひを入るる事更になしとそいふなる。また，おたかの母親に孝道を尽すを見て，
　　　　　　　　　　　　　おのれ
人々皆あるいは感じ，あるいは己が身を顧て恥思ふ者もある由し，まこと女の模範ともなる可く又
泥中の蓮ともいふ涌きは此のおたかならんか。
　鎮西日報　明治16年生月20日　　　雑報
　泥中芙蓉と賞讃し世の不品行なる婦女子等の鑑ともいふべき一美談は，零丁浪の平町貸座敷福寿
楼（坂本屋）出稼娼妓の数多きその中に，シヲ（当二十歳位）とそ呼べる婦人は，性質至って優美
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にして殊に孝心深く，かつて父某が久しく病にかかりしころは，昼夜の別なく牽しも，とこより離
れず，百事思うがままに介抱せしも二二の免かれ難きにや，憐れにも尽せし医薬の効験なく，遂に
黄泉の客となりければ，シヲの愁傷一方ならず，さしても有べきとならねば，世の例のままに泣く
泣くも野辺の送りをなし，只管亡き後の菩提をぞ心ゆくかぎり，手厚く吊ひ祭りける。爾来シヲは
母親に仕え，日夜縫針に勉強し憂き年月を送りけるも，女世帯不如意より負債は少しも減ずること
なく次第に嵩みければ，今ははや人の卑しむ純なれど，浮川竹に身を沈め償ふより丸瓦術なしと心
を決めて，母親へ事云々と物語れば，母親も不本意なりとは思へども，是非も泣々その意に任せ，
今の楼主より幾許の金を借り受けて，医薬の料や向々の負債を残らず償ひ却ひて妹に母を依托して
別に住居はせ，自分は稼業の隙には暇を乞ひ訪ひ尋ねては，母親の心を慰め妹を寵愛するなど，見
る人々何れも感ぜぬことはなきまでなりと云へり，実に感心なる婦人ならずや，凡そ婦女子の一度
娼妓社会に身を投ずるや親の恩さえ忘却し，臭名を世間に流布するものも往々あり，シヲの如きは，
謂はゆる泥中の芙蓉ともいふべきか。
　4　女性の地位
　女性の地位に関して，新聞記事は大きく女性が劣等であることを説くものと，劣等であ
るがゆえに女性の教育が必要であると述べるものとの2つに分けることができる。
　中央ではすでに，明治6～7年ごろから「男女同権論」が紹介されたが，時期尚早と一
般には受け入れられず下火になっていた時期である注11。その後，婦人改良論が盛んにな
り女子に対する教育が考えられはじめたのは明治17～8年ごろであった。
　男女同権論は，長崎においてはあまり真面目には受け入れられなかった。明治15年の西
海新聞は，男女同権という言葉自体が非常にやゆ的にしか使われなかった当時の情況をよ
く伝えている。
　西海新聞　明治15年7月22日　　　雑報
女権
　男女同権が間違って女権の過ぎたも困った事だと人の男気を頭痛に病むも記者が神経質の為すと
ころか。皆野浪ノ平町の貸座敷萬屋の女房元と泉屋の娼妓瀬山さんは，昨年五，六月頃今の御亭主
に身受され，金箔つきの御内儀さんになったのが御自慢か，元の狐の穴仲間ドッコイ家の娼妓に高
振りて，お前手前の呼捨も堪へて居れば天上り四，五日前も遊客と家の娼妓と戯れて居る真中に突
立て，お前達大概に大人しう為るが宜いと云ふと，其娼妓の気に障りしと見えお前くと言ふて貰
ふまい，座敷料も喰前も出して居るからお前の為には此方がお客様だと，思い切って怒り返して居
たと素手振連が。
　西海新聞　明治15年9月28日　　　雑報
男女同権
　男女同権といふことは女も男も同様の権利があることであるから，婦人諸君も孜々勉強して家を
守もり国を護られたしとの岸田山女の演説を聞かせなば，そんなら火吹竹を注意しませうとでも言
ひそうな女挙家といふは，東彼杵郡早岐村の反物商半造といふ人が妻君杉とかいふ女にて，一度亭
主が気に触るも家業を止め，薬喰い寝飲みし，十日位は大丈夫に寝込み，亭主が心配して病気は如
何医者でも迎へようかと慰籍へば，自分の病気は医者の知るところでない，薬ではなおらぬ杯と，
困じ果つるまで寝ることが月に一回は必ずあるゆえ隣家近辺まで見兼ねて居ると，先づ男女同権も
大概にしてよさねばす寝るにあたります。
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　当時女性は依然として女大学の教えの下にあるべきものと見なされていた。しかし実際
には，男女同権の記事にみられるようにすでに女性もかなり強いカを発揮していた。明治
15年1月10日には「女大学二背キシ人ノ多クテ時弊二流ル・ヲ救ハン為メ」として女性に
説諭するための投稿が見られる。このように現実の生活の中では女大学に関係なく女性が
自由に振まっていても，建前上は女性は男性より劣弱のものでなければならなかった。明
治15年1，月17日から2月1日差での西海新聞紙上に連載された社説「婦女論」では，　「婦
女ハ性質既望柔弱ナルノミナラズ形体モ亦心耳強二堪ヘザル」ものであるから「婦女二・交
際ノ甚シキ男子二恩テハ自然柔弱ノ質二感化セラレ知ラズ識ラズ勇敢剛毅ノ美質ヲ変ズル
ニ至ル」と述べているし，同年12．月3日から6日までの「女教員」と題する社説では，「開
明社会二於テハ男子ノ女子二超越スルハ世態学者ノ皆是認スル所」であって「十歳以上ナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　マ
ル男子ヲ教育スルニ女教員ヲ以テスルノ不可ナル」ことを強調している。鎮西日報の明治
16年7，月13日の雑報では「かたより」と題して，女教員のえこひいきを非難しているが，
今日であれば，この記事自体がそれこそ偏見として女性からの批判のまとになることだろ
う。
　鎮西日報　明治16年7月15日　　　雑報
かたより
　是れは，とかく女の【三二として，かたよりたること多く，愛むことも憎むことも急ならぬ勝なり
とも言ふ可くや，県下々県郡厳原の今屋敷町にある女子小学校の教員，それらは，今年五十路の坂
を越え，物の黒白も能く明らめ得るにもかかはらず，同じ生徒の中にも，阿賀尾二子とのみ中々に
愛み思ふ所より，此の子のみは，校則の外として年に三度も四度も学科の試験をして上等の席を進
め上げしにぞ，ほかの女生徒どもは（初等科に在る十五歳未満）少女心の浅はかをも又，忌々しけ
れど何となくおちつかず，小賢しき口に「あれは，不公平ちふものならむ。わたくしどもも，同じ
生徒なり，それにかれこれと愛まるるも悪まるるも，あるいは怪しき事なり。男の為るごとき上申
せむ」と一同打ちそろいて，学務委員永留氏にしかじかと言い立てたれど，同氏は大きに驚かれ，
それらに云々さとされし二ついにその職を免されたりとそ，かたよりの害もまた恐しきものなり。
　以上のように女性蔑視はかなり強くあったものの，女性に対する教育には熱心だったも
のもいるようである。キリスト教の立場からすでに明治5年に我国4番目の女学校が創立
され，さらに明治12年には活水女学校が設立された。同年12．月25日の西海新聞紙上には生
徒募集の広告が出されており，長崎以外の地からも多く生徒が集まった。
　西海新聞　明治12年12月25日　　　広告
　私共儀，今般大浦切リ通シ上へ十三番地二於テ女児学校開設致シ，殊：更月謝等モ廉ニシテ英語学，
日本普通学，其他西洋凡テ女手芸一ツモ不眠，音楽等二至ルマデ教授可妻問，有志ノ処女子飼入校
有ラン事ヲ希望ス。追テ有志ノ御方ハ大浦切リ通シ上り詰メ六番地テビソン氏方工高来臨ヲ給ハラ
バ月謝及ビ教授方法等ハ悉シク御知ラセ内申候也。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大浦切り通シ十三番地　ロッセル氏，ギール氏
もっとも一般の子女の就学率はきわめて悪く，12年で29．54％，当時全国では41．15％で
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あるから注12，かなり低かった。その中でも女児の就学率は男児の半分にも満たなかった。
しかし女子の教育の必要性は，同12年長崎県でおこった港湾汚職事件の際に，このような
ことを許すのは男子に影響力のある女子に政治的素養がないからであるという形で説かれ
ているし，さきに紹介した15年の社説「婦女論」においても，　「世人多クハ婦女ノ教育ヲ
以テ之ヲ等閑二尊スルモノアリ誤レリト謂フベシ，抑モ婦女ハ社会ノ交際少キが醗酵ニ我
国今日ノ情勢二部ツテハ左マデ教育ヲ要セザルが如シト錐モ，余輩が前篇二論ゼシ如ク，
婦女ハ果シテ社会二重大ノ影響ヲ及ボスモノトセバ婦女モ亦男子ト共二之が教育ヲ勉メザ
ルベカラザルナリ」と述べられている。一般にはこれは賛否両論をもって迎えられたよう
で，つぎに女性の教育を否定する立場の投書とこれに反対する投書とを紹介しておく。
　西海新聞　明治12年2月26日　　　投書
　　　古今婦女子比較論　　　磯野　滋太郎
　蓋し古今婦女子の所為の善悪を比較するに共に弊害あるを免がれざるなり。これを病者に讐へん
に古と今と其病の性質を異にするのみにて虚病は共に未だ癒さるなり。初め患るも医師治法を西国
に効ひ其病を治せんとするや切なり。然れども看病者薬の煎法を謬証し，八病ひ癒えずして，反て
八病を醸すが如し。何を以て爾か云ん。抑も昔日の婦女や不学にして其子を養ふや忌寸憤を舐って
育つる如く而して真の教育の法を知らず。又，裁縫に疎く家政に拙く世事に漏し是昔日の婦女子の
病の容体なり。目今の女子は然らず，読書にふけ，教育に精しく裁縫に工みに，世事に明らかなり。
而して，婦は婦の権を具し，義を有す，然れども数学は山海の測量汽車汽船の速力より其他の測量
妙を得たりと錐も，然れども自家，日々の雑費を心するのを知もの詰れに，書は欧米諸国地理物産
を諸すると錐も，自家屋敷の坪数大福帳の記し方を知る者は稀れなり。其文章の如きは，証券註文
其他の日用の文の類に非ず。其記文の如きは，則ちEilく，某日某地に遊び鑓を花下に布き，終日虚
し宴己に酎にして歌もあり，吟もあり，或は踊り或は舞ひ，　（評日芸妓の所業の如し）玉山の曲る
るを知らずして，興を極めたりと。其他の論説皆此の如し。吾れ痴れを請し思うに，男子の文と訳
せは少しく可なり（賞するに足らず）。女子の文にして斯の如き心意，此の如き行状は実に混むべ
し，湿れか漏れを婆る者あらんや。　（官途好きの依頼すきの人は婆るや否や保証せず）詣れも人に
婆られざれば，何ぞ廃人と異ならん。学びて廃人となるより，寧ろ不学にして常人となるに若かす，
故に其父母亦た之れが虚学たるを知り，遂に其の女の学校に入るを止む止むに至れば，実学の道も
亦従て亡びる。鳴呼嘆せざらんや。遁ち時勢の然らしむが如しと錐も，婦女子自から弦に及ぶに非
らず，畢寛之れ教導者の然らしむる所ならんか。蓋し官も亦四方に此弊あるを憂れどもこれを矯む
るに其山方如何せんや，之れ乃ち医師良薬を与ふれども，看病者之れを誤れば，病者は癒えず，医
は之れを憂うるも功なきに属する如し，此病猶未だ天下に普からざるは，国家の幸なりと錐も然れ
ども往々之れを心復に兆し，胸弩に含むもの少しとせす，故に余希くは看病者能く医命に従ひ早く
心を危急の際に用ひ予め，後日弊害の出口を閉ぢ以て国家安全文化進歩の道を開かんことを。
　西海新聞　明治12年5月14日　　　投書
　　　駁古今婦女子比較論　　　唐津　中江豊造
　細雨濠として昼尚ほ暗く独り，窓に彫りて詩を題しようと欲するの時，忽ち聞く何人か柴門を叩
ひて来るあり，これを迎ゆれば，量図らんや，相知，小学校生徒女子某なり，某日く，妾西海新聞
第五百九十八号（二月廿六日発兇）を閲するに磯野野太郎と云ふ先生の稿せられたる古今婦女子比
較論と塾せる一文あり。妾一読して熟考するに，未だ磯野先生の論に左崩する能はず。先生以て如
何と為すやと。其新紙を投じて去りぬ。余盛れを熟読するに余も亦磯野氏の論に少しく同意し能は
ざる所あれば，左に陳述して以て氏の答弁を乞。
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　氏曰く。「数学は山海の測量汽船の速力より其他の測量妙を得たりと蹉ども（中略）大福帳の記
し方を知るもの稀なり」と。これ何の事ぞ。山海其他の測量に妙なるものにして自家日々の雑費を
期するを得ざるもの，又書は欧米諸国地理物産を諸するものにして自家屋敷の坪数大福帳の記し方
を知らざる挙国の如き人のなきことは，我輩が固く信じて疑ざる所なりと錐も，氏は定めて，此の
如き人のあること百も承知の上にて尽くは謂はれしならん。我輩に其の人を教え賜はんことを是れ
答弁を乞ふ一なり。又，氏は女子の学びて人の嬰らざる様になるを論魅して，教導者の然らしむる
所なりと云はれたり。是れ氏は其の一を知って未だ其の二を知らざるものなり。抑教導者たるもの
は，自分一己の工夫を以て教導を為すものに非ず。必ずや一定の教則あり。教導者此の教則に従っ
て業を授く。其の教則なるものは，則ち官の編製する所なる由，是羅馬教導者の然らしむる所に非
ずして，則ち官の然らしむる所なり。異れを氏は未だ其の二を知らずと云ふなり。然れども余は云
う。官の然らしむる所に非ずして教導者にあり，教導者に非ずして其の人にありと否な，其の人に
非ざるなりと此の如く平し，潤むれば何れに帰して可ならん。歎帰するに処なし，余は又云わんと
欲す。全く磯野氏の戦野なりと。何ぞ学んで其の記文の如きは某日某地に遊び鑓を花下に布き終日
等し」宴酊にして歌もあり，吟もあり，或は踊り或は舞ひと記する程の婦人たりとも人之れを姿ら
ざることあらんや。近くば亀井少懇先づ此の如き婦人なりしに雷首際から求めて，君聖王上手我為
出頭天とまてで謂て，遂に其の出頭の天となられたり。かく我輩は得意然として陳述したれども，
知らず，我国の広き教導同業を授けて人も婆らず目して廃人とまでも為す程の教育をなす者有りや
否や。子は必ず判然其の人のあることを知らるるならん。委曲説教あらんことを之れ答弁を乞ふな
り。
　すでに明治12年2月19日前の西海新聞には女子からの小学開学を祝す投書があり，編者
は「女子教育ノ進歩ヲ示ス」ものであると高く評価した。また巷間では，女子は三味線手
踊りを仕込んで芸者にするのが最上の策だと思われていた時に，敢然とこれに立ち向かっ
て娘を学校に通わせ教育を受けさせる開明的な母親もいた。西海新聞明治15年9，月14日の
紙上でもこれを「吾独潔」と報じ感心している。
　西海新聞　明治朽年9月14日　　　雑報
吾独善
　みだれ藍の汚き中に立てる蓮の愛出たきは，実に散花天女の舞ふ様と怪しむ事も蕾ならずと書出
す一行は，当区今町の門際西側なる果物店の主人とかや足手は，今年の春頃迄，今魚町の門際に焼
芋渡世を営みて最貧乏げに暮せしが，夫婦の中に二人物娘あり，姉をおハル（十八），妹をおカツ
（十二）と呼び，両人も美麗娘にて，往来の人も折々に足を止る斗りなり。それはさて置き，此の
母が二人の娘の教育を聞伝たる荒増は，姉のおハルを産し折，近所の婦人等寄集ひ此娘が成人した
ならば三味線手踊り能く仕込み，芸者に為すなら貴方達夫婦は安心安楽に花見て暮すは遠からずと，
最羨しげに述べけれど，罵倒の女房憤然と顔色打替，これ若し妾は貧乏するけれど娘が庇陰で花見
遊山はしませんとつぎはもなき言葉に，賜れも恥ぢて胡早くと逃帰りしが其后はおハルも年月立
に随ひ，裁縫の業を励ませて，友達さへも選びしが，又妹おカツは文明開化の世の中に生まれしか
らは学問の道一通り教んと焼芋の細き姻りの其中より国隣の学資を響けなく，月々更に怠なく納め
て，本大工町なる女児学校へ通はせて，学事の余暇には筑後町の粒界甲鉄舘画師の弟子となし，絵
画の事に心を入れ平常賢事のみ噺し居れば近辺の人々の気に合はねども独り狸雑利欲の場に立入ら
ぬとは感心く。
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　5　ま　と　め
　明治10年代の新聞としてまとまって現存しているのは，明治12年および15年の西海新聞，
16年の鎮西日報の3力年分だけである注13。しかし，この3力年の新聞のすべての欄から
採集した家族に関する記事は300近くにのぼった。この中のおよそ3分の1が遊女関係の
記事で占あられる。ついで多いのが夫婦に関する記事で，残りを親子と女性の地位に関す
る記事で折半する。例として挙げたのは時代を表徴すると思われる代表的な記事である。
　ここで再び，簡単に内容をふりかえってみよう。
　長崎県の平均家族員数は士族4．9人，平民4．6人と国勢調査が始つた大正9年忌全国平均
4．89人と比べやや少ない。とりわけ長崎区内の家族は士族4．1人，平民3．7人と小規模であ
る。これは長崎区が商業，雑業人ロの多いことと関連するのであろう。婚姻率，離婚率と
も当時の全国平均より少なく，また子どもの出生数もさして多くないところがら，総じて，
長崎とくに長崎区には単身者が多かったのではないかと推測される。
　全体的に女性蔑視，妻の夫への服従，子の親への孝行，婿養子制度における家の存続維
持の思想など封建的な家観念が支配的な価値として尊重され宣伝されている。実際に婚姻
の決定において親の力が強く，これに背くと不孝とののしられたり，子棄て，子売りをす
る親が横行していたりする。しかし現実の生活では婚姻の結びつきはかなりルーズで離婚
の際の妻の地位にみられるように，夫婦縞において妻だけが忍従していたのではなく，ま
た女性も女大学に反するような行動を一般的にとっていたのであり，さらに親子間におい
ても今日と通じる情愛を基礎にした生活を営んでいたのである。婿養子制度も実際にはそ
の家を存続維持させるという目的を充分に果たしてはいない。
　ここでは川島武宜のつとに指摘した武士とは異なる庶民の家族制度がみられる注14。す
なわち，理念的には家の存続，親に対する孝行，夫に対する服従，男尊女卑といった封建
的な家族制度が行動規範として庶民にも期待されているが，実際にはこれと反するより平
等な構造の生活が行われている。これは川島によれば庶民は家の財産に全面的に寄生して
いないという特質から説明されている注15。非嫡出子の地位が低いというのも庶民には継
ぐべき家がないということによるものであろう。
　このような家族構造を背景にして，女性にも教育を与えよとか，離婚の際の妻の地位を
引き上げるべく立法化せよとか，子棄て，子売りを非難して親の養育の義務を説くなどの
非常に現代的な主張もでてきているのである。
　以上のように明治10年代には家というものは庶民の間には理念的な存在としてしか存在
していなくて，それが個々人の行動規範として機能することは限られていた。これが20年
代の様々な立法化を通じた『家』制度の確立によってどう変容するかをみていくことは，
これから先の課題である。最後に本稿を草するにあたって資料あつめに多大の協力をおし
まなかった長崎県立図書館の皆様，筆者の家政学演習の受講生の皆様に心からお礼を申し
上げます。なお本文中に引用した新聞記事は新字体にあらため読みやすいように句読点を
ふりました。
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注
注1　『家』制度に関しては，中川善之助r日本の家族制度』培風館，1952年，玉城肇r近代日本
　　における家族構造一資本制生産の発達と「家」』酒井書店，1956年，川島武宜rイデオロギ
　　一としての家族制度』岩波書店，1957年，福島正夫「日本資本主義と「家」制度』東京大学出
　　版会，1959年，竹内利美r家族慣行と家制度』恒星社厚生閣，1969年，青山道夫r家族制度論
　　く市民教室〉』法律文化社，1964年，青山道夫その他編r講座家族一8家族観の系譜』弘文
　　堂，1974年，有地亨r近代日本の家族観。明治篇』弘文堂，1977年，家族史研究編集委員会編
　　「家族史研究4』大月書店，1981年などをはじめ，すぐれた研究が数多くあるが，筆者はとく
　　にこの制度が庶民の間で実際にどの程度機能していたかに注目をした。なお家制度という場合，
　　封建制度下での儒教的な家族観の総称として使われることもあるが，本稿では，明治民法下で
　　の家族主義的国家観の支えとなった家族観をr家』制度として区別した。
注2　r家」制度形成期は国家体制，法体制の整備期である明治20年代と考えられるので，本稿で
　　は，それ以前の明治10年代を扱っている。
注3　長崎の歴史は長崎市役所r長崎市史・風俗編』清文常出版KK，1967年，長lil奇県史編集委員
　　会r長崎県史・近代編』吉川弘文館，1976年，新長崎風土記刊行会r新長崎風土記・長崎県の
　　歴史と風土』創土社，1981年等によった。
注4　東京についての記述は，小木新造「東京庶民生活史研究』日本放送出版協会，1979年を参照
　　した。なお，本稿の統計部分の分析については，この著の手法に学ぶものが大であったことを
　　付記しておく。
注5　士族の家族が平民の家族より強固な点については様々の文献があるが，ここでは，坪内良博，
　　坪内博子「離婚一比較社会学的研究』創文社，1970年における「日本の離婚」を挙げておく。
注6
注7
注8
注9
注10
注11
注12
注13
注14
注15
　森崎和江rからゆきさん』参照。
　婚姻率，離婚率，出生率は当該入口1，000人当たりの件数比で％oであらわす。
　有地享r前掲書』32頁以下。
　小木新造「前掲書』304頁以下。
　田嶋一「歴史の中の子ども観（1）」（r子どもの発達と教育（2），子ども観と発達思想の展開』
岩波書店，1979年所収）参照。
　有地亨「前掲書』
　新長崎風土記刊行会r前掲書』446頁。
　この他にも長崎には英字新聞があるが，これは港湾情報中心なので除いた。
　川島武宜r日本社会の家族的構成』日本評論社，1950年。
　「同書』12頁以下。
（昭和57年10月31日受理）
